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1.はじめに

鐘類は､大きく分けると､うどん ･そば ･中

華めん ･マカロニ類等がある｡沖縄そばは､そ

ばという名前がついているものの､そば粉を用

いる日本そばとは異なり､原料に小麦粉 ･食塩 ･

かん水を用いているため､中華めんに分類され

る｡
1)

沖縄そばの歴史は､明確な資料がなくはっき

りとはわからないが､与久田らによる調査によ

ると､那覇でそば屋が出現したのは､おおよそ

明治中期以後のようであるOまた､沖縄そばの

名称も､もともとは単に ｢すぼ｣または ｢支那

すぼ｣と呼ばれ､ ｢沖縄そば｣と一般的に呼ば

れるようになったのは､戦後になってからのよ

うである｡

沖縄そばの伝統的穀造法には､元来木灰のア1)
ク汁が用いられていた｡かたい木ほど良質なア

ク汁がとれ､代表的な木としてアカギ ･ガジュ

マル ･ギイチジャー (げっきつ) ･チャーギ (い

ぬまき)などがある｡しかし､近年では木灰の

人手が困難であるため､既製のかん水を移入し

製造している｡

本研究は､伝統的に用いられていた木灰のア

ク汁について無機塩類の定性 ･定量を行い､化

学組成を把握し､かん水を試作し､より木灰の
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アク汁に近い沖縄そば専用かん水を開発するこ

とを目標として検討を行った｡この研究は､平

成 2年度技術開発研究費補助事業で行った研究

の一部である｡

2.実験方法

2･1 供託木灰の原木

供試木灰の原木を表 lに示すO

表 1 供 試 試 料

方言名 和 名 科 名 備 考

ア カ ギ ア カ ギ けタイプ珊 常緑の高木 .高さ10-20m,直径1-1.5m

ガジユマル ガジユマル ク ワ 科 常緑の高木 .高さ10-15m気侭を垂らす

I/-ソヤ一 イタジ イ ブ ナ 科 常接の高木 .高さ1520m,直往1-1.5m

ユ ー ナ オオハマポウ ア オ イ科 蒋繰亜高木 .高さ4-8m,花は黄色

ユ シ ギ イス ノキ マンサク科 常緑の高木 .高さ10-20m,直径1m

カ シ● ブ ナ 科 滞軽の高木

'カシは､沖縄生麺組合から灰の状態で入手し

たため､木の種類が特定でず､表示された名前

を そのまま方言名として用いた｡

★★ バガスは､製糖工場で燃料として用いられ

た燃焼残液であり､そのまま方言名とした｡
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2･2 木灰の調整

(1)アカギ ･ガジュマル ･シージャーの灰それ

ぞれの木を適当な大きさに切り､乾燥器に入れ

約70℃で乾燥 し､焼却炉を用いて灰化した｡そ

の後､550℃で3時間マッフル炉で強熟し完全に

灰化した｡

(2)ユウナ ･ユシギ ･カシの灰

沖縄県生類組合から入手したものを､そのま

ま用いた｡

(3)バガスの灰

製糖工場で燃料として焼却した残液を入手し､

550℃で3時間マッフル炉を用いて灰化したもの

を用いた0

2･3 アク汁の調整

各種木灰に､イオン交換水を加え､回転式振

とう器で24時間抽出した後､No.5Bのろ紙を用

いてろ過 した｡ろ液のボーメ度及びpHを表 2

に示したO

表 2 アク汁のボーメ度及びpH

項 目 アカギガシ'17A,シーブ｢ユーナユシギカシバガス

ポーメ(○) 2.0 2.0 2.0 2.0 1.4 2.0 2.0

2･4分析方法

(1)全リンの定量

アク汁25mlに､濃硝酸約 5mlを加え､ホット

プレート上で加熱し湿式灰化を行い､1N塩酸

で25mlに定容 したものを試料とし､モリブデ

ン青アスコルビン酸吸光光度法で測定した｡

(2)塩素イオンの定量

塩素イオンは､アク汁をそのまま試料とし､

0.01N硝酸銀を用いてモール法で測定した｡

(3)硫酸イオンの定量

硫酸イオンは､前処理としてリン酸イオン及

び炭酸イオンを除去し､クロム酸バリウム吸光

光度法で測定した｡

(4)ミネラル成分の定量
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全リンと同様に処理した試料を用い､原子吸

光光度法で測定した｡

(5)X線回折

アク汁を130℃で蒸発乾固し､メノウ乳鉢で粉

砕した試料を､試料ホルダーに庄著して用いた.

X線回折装置は､銅のX線管を用い､30kV.

20mA､2βが50-750の条件で測定した｡

3.結果及び考察

3･1 無機成分の定量及び定性

アク汁の無機成分及びX線回折の結果を表3

に示 しに示 した｡

各アク汁ともミネラル成分では､カリウム ･

ナ トリウムが他の ミネラル成分に比べ非常に多

く､各木灰とも､カリウム ･ナ トリウムが主成

分であった｡その他の ミネラル成分 (カルシウ

ム ･マグネシウム ･マンガン ･鋼 ･鉄)は､最

も多いカリウムに比べ､1/1,500以下であった｡

全 リン (P)は,シージャーが最も少なく､

3.2mg/Lであり､アカギが57mg/Lと最も多か

った｡

塩素イオンは､バカスが4,∝沿mg/Lと最も多

く､次いでユーナの2,100mg/L､以下アカギ ･

ガジュマル ･シージャー ･カシ ･エスの順であ

った｡

硫酸イオンは､バガスが6,600mg/Lと最も多

く､次いでシージャーの1,700mg/Lであり､

その他は700mg/L前後であったo

炭酸イオンは､空気中の炭酸ガスにより正確

に定量することが困難であるが､アク汁に塩化

バリウムを加えると白い沈澱物ができ､塩酸に

より溶けてガスがでることから､炭酸 (COS)

があることが推定される｡

X線回折の篇果､バガスを除き各アク汁とも

カリウム ･ナ トリウムの炭酸塩が認められ､ま

た､塩化カリウム ･硫酸カリウムの存在も多く

のアク汁で認められたQ
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表3木灰アク汁の無機成分及びX線回折の分析結果 mg/20ホ小一メlL

項 目 Ca Cu Fe K Mg Mn Na リン C1 SO4 Ⅹ線 回折

ア カ ギ 0.10 - 0.23 7080 0.14 - 1750 56,97 594,6 737.9KClK2SO4Na2SO4

ガ ジ ユ マ ル 0.01 - 0.21 94(X)0.03 - 600 10.57 283.3 654.5KCⅠⅠく二2CO3-15H20K二2SO4

シ - ソ ヤ ー 0.08 - 0.27 89(X)0.14 - 16003.17 111.91685.8 KOHK2SO4K2CO3-15H20Na2CO3.ヾ ● ●●●

ユ ー ナ 0.18 - 0.19 85(X)0.ll - 1300 22.812133.0 847.8KClⅠく二2CO4K2CO3-15H20

ユ シ ギ 5.49 0.89 0.67 8400 0.58 - 440 31.01 54.4 764.9ーく2SO4K2CO3.15H201く2CO3K2HPO4

カ シ 3.72 0.46 0.57 92(XI1.05 0.19 660 15.85 93.3 634_3K2SO4Na2CO3K二2CO3-15H20

3･2木灰アク汁の組成の推定

カリウム ･ナ トリウム以外の ミネラル成分濃

度は､カリウムの1/1,500以下と低漬度である

ため､配合成分として用いなかった｡

塩素イオンは､X線回折により塩化カリウム

が認められているためカリウム塩であろうと推

定した｡

硫酸イオンは､X線回折により硫酸カリウム ･

硫酸ナ トリウムが認められているため､カリウ

ム ･ナ トリウム塩であろうと推定した｡

リン酸イオンは､リン酸水素 2カリウムが認

められているためカリウム塩であろうと推定し

表 4木灰アク汁の組成の推定

た｡

炭酸イオンは､上記のカリウム ･ナ トリウム

塩の残りを炭酸塩として推定した｡

以上のことにより､木灰アク汁の組成の推定

した結果を表 5に示した｡

アカギは､硫酸塩としてカリウム ･ナ トリウ

ムの両者の場合を想定した｡

木灰アク汁のカリウム ･ナ トリウム塩の合計

重量は､ボーメ20 ,1L当り19g前後であり､こ

れ以外のものは､ほとんど含まれていないと思

われるO

項 目 KCl K3PO4 K2SO4 Na2SO4 K2CO3 Na2CO3 合 計

ア カ ギ rrv/1 1,300 1,300 400 10,500 4,500 17,950
比率 7.0 7.0 7.0 58.6 58.6 100

ア カ ギ TrV/1 1,276 1,276 382 1,586 12,302 3,635 19,172
比率 6.6 6.6 6.6 8.3 64.2 64.2 100

ガ ジ ユ マ ル rrC/1 600 600 70 15,000 1,400 18,270
比率 3.3 3.3 3.3 82.2 82.2 100

シ ー ン ヤ ー mg/1 250 250 20 13,000 3,700 20,070
比率 1.2 1.2 1.2 65.2 65.2 100

ユ シ ギ Try/1 120 120 210 14,700 1,500 17,930
比革 0.6 1.2 7.7 81.9 8,6 100

ユ - ナ 叩′1 4,500 150 1.500 9,300 3,400 18,850
比率 23.7 0.8 8.1 49.4 17.9 100

カ シ Ⅷ′1 200 100 1,200 15,000 1.500 18,000
比率 1.I 0.6 6.5 83.1 8.6 100

バ ガ ス rrq/1 8,400 350 12,000 440 150 21,340
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4.まとめ

これまでの研究の結果､以下の事があきらか

になった｡

Q)各アク汁ともミネラル成分では､カリウム ･

ナ トリウムがほとんどであった｡全リン (P)

は､57hdL(アカギ)-3.2rrQE/L(シージャー)

であった｡塩素イオンは､4,㈱ mg/L(バガス)

～54mg/L(ユシギ)であった｡②X線回折の

結果､バガスを除き各アク汁ともカリウム ･ナ

トリウムの炭酸塩が認められ､また､塩化カリ

ウム ･硫酸カリウムの存在も多くのアク汁で認

められた｡
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